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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第２四半期連結累計期間（平成27年１月１日～平成27年６月30日）におけるわが国経済は、各種政策の効果も

あって総じて緩やかな回復基調を持続するものの、産業間、規模間及び生産・販売構造の差異により濃淡がみられ

ました。

 このような環境の中、当社グループの［ガラス基板事業］は、市場構造や顧客環境の変化が著しく、受注は大き

く低迷しました。一方、［精密研磨布事業］は、ハードディスクドライブの在庫調整が一段落したこと等により受

注が回復しました。

 これらの結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は、3,156百万円（前年同四半期比7.1％減）に、営業損失は

156百万円（前年同四半期は34百万円の営業損失）に、経常損失は176百万円（前年同四半期は91百万円の経常損

失）に、四半期純損失は211百万円（前年同四半期は106百万円の四半期純損失）と遺憾ながら赤字に陥りました。

［ガラス基板事業］

 ガラス基板事業においては、生産基盤の海外シフトや顧客環境の変化により、売上高は1,598百万円（前年同四

半期比17.4％減）に、セグメント損失は269百万円（前年同四半期セグメント損失は125百万円）となりました。

［精密研磨布事業］

 精密研磨布事業は、受注の回復により、売上高は1,461百万円（前年同四半期比7.4％増）に、セグメント利益は

202百万円（前年同四半期比28.2％増）となりました。

［その他事業］

 その他事業は、産業用機械製造販売等でありますが、売上高は186百万円（前年同四半期比22.1％増）に、セグ

メント損失は83百万円（前年同四半期セグメント損失は77百万円）となりました。

（２）財政状態に関する説明

①資産、負債及び純資産の状況

（資産の部）

 当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末と比べて825百万円減少し、10,085百万円となりま

した。

 流動資産は、現金及び預金並びに受取手形及び売掛金の減少等から553百万円減少し、3,017百万円に、固定資産

は、減価償却費の計上等により272百万円減少し、7,068百万円となりました。

（負債の部）

 負債は、借入金の返済等により598百万円減少し、7,028百万円となりました。

（純資産の部）

 純資産は、四半期純損失の計上に伴い利益剰余金の欠損が拡大したため、226百万円減少し、3,057百万円となり

ました。

②キャッシュ・フローの状況

 当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は775百万円となり、前

連結会計年度末に比べ348百万円の減少となりました。

 当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

 営業活動の結果得られた資金は２百万円（前年同四半期は441百万円の獲得）となりました。これは主に減価償

却費を計上したこと及び売上債権が減少したことによるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

 投資活動の結果得られた資金は87百万円（前年同四半期は88百万円の使用）となりました。これは主に有形固定

資産の売却によるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

 財務活動の結果使用した資金は438百万円（前年同四半期は323百万円の使用）となりました。これは主に借入金

の返済によるものです。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 市場環境の不透明感はありますが、当社グループでは得意先のニーズを的確に捉え、新たな付加価値のための技 

術構築に注力するとともにモノづくり力を一層強化し、今後の収益の確保に努めてまいります。 

 平成27年12月期の通期業績予想については、平成27年２月13日の「平成26年12月期決算短信」にて公表いたしま

した予想を、現時点で入手可能な数値にあわせて修正しております。詳しくは平成27年８月12日付発表の「業績予

想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（退職給付に関する会計基準等の適用） 

 「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」という。）

及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下「退職給付

適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた定めについて

第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込額の期間帰属方

法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更するとともに、割引率の決定方法を従業員の平均残存勤務期間に近似し

た年数に基づく割引率から、退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ごとの金額を反映した単一の加重平均割引率

に変更しております。

 退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、第１四半期連

結会計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減しており

ます。

 この結果、第１四半期連結会計期間の期首の退職給付に係る負債が36,840千円増加し、利益剰余金が36,840千円減

少しております。なお、当第２四半期連結累計期間の営業損失、経常損失及び税金等調整前四半期純損失に与える影

響は軽微であります。

３．継続企業の前提に関する重要事象等

 当社グループは、過年度より抜本的な経営体質の改善及び収益基盤の強化を継続実施しております。当第２四半期

連結累計期間においては、受注低迷に伴う稼働率低下等の影響が大きく、営業損失156百万円、経常損失176百万円を

計上するに至っておりますが、引き続き収益構造の改善及びキャッシュ・フローの安定化を図っております。その一

方で、取引金融機関に対する借入金の返済猶予の状況は継続しており、取引金融機関によって期限の利益の確保が短

期にとどまっている状況となっております。これにより、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような状況が存

在しております。

 そこで、当社グループは当該状況を解消するための対応策として、ますます収益構造及びキャッシュ・フローを安

定化すべく経営体質のさらなる改善を推し進めるとともに、それらを反映した事業計画を策定し、これに基づく借入

金返済計画について取引金融機関からの同意を得られるよう協議しております。その結果、全ての金融機関から返済

計画に対する一定の同意が得られております。

 以上を踏まえ、収益構造及びキャッシュ・フローの安定化を推進していることと取引金融機関からの一定の同意が

得られていること等を総合的に勘案した結果、継続企業の前提に関する重要な不確実性は認められないと判断してお

ります。
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４．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年12月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成27年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 1,134,086 785,362 

受取手形及び売掛金 1,646,134 1,474,370 

商品及び製品 111,332 112,290 

仕掛品 242,854 241,170 

原材料及び貯蔵品 213,580 234,877 

繰延税金資産 168,278 104,545 

その他 54,833 64,980 

貸倒引当金 △476 △511 

流動資産合計 3,570,623 3,017,086 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 2,077,268 2,007,102 

機械装置及び運搬具（純額） 1,165,288 1,080,158 

土地 3,458,305 3,394,482 

その他（純額） 104,420 106,634 

有形固定資産合計 6,805,282 6,588,378 

無形固定資産 76,115 74,496 

投資その他の資産 459,559 405,944 

固定資産合計 7,340,957 7,068,820 

資産合計 10,911,581 10,085,906 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 568,807 494,281 

短期借入金 4,209,214 4,088,713 

1年内返済予定の長期借入金 298,464 185,424 

未払金 637,660 521,504 

未払法人税等 69,721 55,573 

営業外支払手形 23,744 26,440 

その他 77,301 129,682 

流動負債合計 5,884,914 5,501,619 

固定負債    

長期借入金 1,435,285 1,250,274 

繰延税金負債 93,352 71,532 

役員退職慰労引当金 103,632 104,947 

退職給付に係る負債 57,061 67,085 

その他 52,711 32,609 

固定負債合計 1,742,042 1,526,449 

負債合計 7,626,956 7,028,069 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年12月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成27年６月30日) 

純資産の部    

株主資本    

資本金 4,885,734 4,885,734 

資本剰余金 6,335,992 6,335,992 

利益剰余金 △8,109,982 △8,358,627 

自己株式 △411 △411 

株主資本合計 3,111,334 2,862,688 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 151,529 153,877 

退職給付に係る調整累計額 21,761 41,270 

その他の包括利益累計額合計 173,290 195,147 

純資産合計 3,284,624 3,057,836 

負債純資産合計 10,911,581 10,085,906 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年１月１日 

 至 平成26年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年１月１日 
 至 平成27年６月30日) 

売上高 3,398,600 3,156,196 

売上原価 2,845,043 2,765,486 

売上総利益 553,557 390,709 

販売費及び一般管理費 587,939 547,500 

営業損失（△） △34,382 △156,790 

営業外収益    

受取利息 772 715 

不動産賃貸料 6,863 8,795 

補助金収入 18,419 32,344 

その他 6,777 19,264 

営業外収益合計 32,833 61,120 

営業外費用    

支払利息 78,226 73,461 

その他 11,656 7,419 

営業外費用合計 89,882 80,881 

経常損失（△） △91,431 △176,550 

特別利益    

固定資産売却益 14,486 70,263 

特別利益合計 14,486 70,263 

特別損失    

固定資産除却損 449 3,043 

特別損失合計 449 3,043 

税金等調整前四半期純損失（△） △77,394 △109,330 

法人税、住民税及び事業税 31,002 40,708 

法人税等調整額 △2,324 61,765 

法人税等合計 28,677 102,474 

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △106,072 △211,804 

四半期純損失（△） △106,072 △211,804 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年１月１日 

 至 平成26年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年１月１日 
 至 平成27年６月30日) 

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △106,072 △211,804 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 11,553 2,348 

退職給付に係る調整額 － 19,509 

その他の包括利益合計 11,553 21,857 

四半期包括利益 △94,519 △189,947 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 △94,519 △189,947 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年１月１日 

 至 平成26年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年１月１日 
 至 平成27年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純損失（△） △77,394 △109,330 

減価償却費 274,861 244,518 

退職給付引当金の増減額（△は減少） △10,759 － 

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 1,315 1,315 

貸倒引当金の増減額（△は減少） △93 35 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） － △19,034 

受取利息及び受取配当金 △801 △774 

支払利息 78,226 73,461 

為替差損益（△は益） 0 △0 

有形固定資産売却損益（△は益） △14,486 △70,263 

固定資産除却損 449 3,043 

補助金収入 △18,419 △32,344 

売上債権の増減額（△は増加） 433,810 171,763 

たな卸資産の増減額（△は増加） 46,402 △20,572 

仕入債務の増減額（△は減少） △124,273 △74,526 

未払又は未収消費税等の増減額 △36,459 △46,293 

その他の資産の増減額（△は増加） △14,350 7,186 

その他の負債の増減額（△は減少） △28,949 △15,492 

その他 △1,044 △13,695 

小計 508,034 98,995 

利息及び配当金の受取額 821 792 

利息の支払額 △81,092 △76,360 

補助金の受取額 18,419 34,344 

法人税等の支払額 △14,504 △55,600 

法人税等の還付額 10,251 96 

営業活動によるキャッシュ・フロー 441,929 2,269 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有形固定資産の取得による支出 △91,994 △94,093 

有形固定資産の売却による収入 14,486 135,048 

投資有価証券の取得による支出 △20,830 △644 

子会社設立による支出 － △20,000 

投資事業組合からの分配による収入 8,600 6,850 

保険積立金の解約による収入 － 59,820 

貸付けによる支出 － △1,375 

貸付金の回収による収入 149 277 

その他 1,163 1,345 

投資活動によるキャッシュ・フロー △88,425 87,229 
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    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年１月１日 

 至 平成26年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年１月１日 
 至 平成27年６月30日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の返済による支出 △115,542 △120,501 

長期借入金の返済による支出 △189,145 △298,051 

リース債務の返済による支出 △4,789 △5,170 

割賦債務の返済による支出 △14,084 △14,501 

財務活動によるキャッシュ・フロー △323,561 △438,223 

現金及び現金同等物に係る換算差額 △0 0 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 29,940 △348,724 

現金及び現金同等物の期首残高 1,183,564 1,124,086 

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,213,505 775,362 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自平成26年１月１日 至平成26年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            （単位：千円） 

  報告セグメント 

その他 
（注）１ 

合計 
調整額 

（注）２ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注）３ 

  ガラス基板 精密研磨布 計 

売上高              

外部顧客への売上高 1,934,637 1,322,961 3,257,598 141,002 3,398,600 － 3,398,600 

セグメント間の内部
売上高又は振替高 

－ 37,945 37,945 11,769 49,714 △49,714 － 

計 1,934,637 1,360,906 3,295,543 152,771 3,448,315 △49,714 3,398,600 

セグメント利益又は損

失（△） 
△125,890 158,077 32,187 △77,198 △45,010 10,628 △34,382 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、産業用機械事業等でありま

す。

２．セグメント利益又は損失（△）の調整額10,628千円は、セグメント間取引消去であります。

３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

 該当事項はありません。
 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自平成27年１月１日 至平成27年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            （単位：千円） 

  報告セグメント 

その他 
（注）１ 

合計 
調整額 

（注）２ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注）３ 

  ガラス基板 精密研磨布 計 

売上高              

外部顧客への売上高 1,598,192 1,431,327 3,029,520 126,676 3,156,196 － 3,156,196 

セグメント間の内部
売上高又は振替高 

－ 30,591 30,591 59,855 90,446 △90,446 － 

計 1,598,192 1,461,919 3,060,111 186,531 3,246,643 △90,446 3,156,196 

セグメント利益又は損

失（△） 
△269,542 202,692 △66,849 △83,561 △150,411 △6,378 △156,790 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、産業用機械事業等でありま

す。

２．セグメント利益又は損失（△）の調整額△6,378千円は、セグメント間取引消去であります。

３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

 該当事項はありません。
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